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大気中の微粒子と大気質については)
唐津市で観測された黄砂-
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Atmospheric particles and quality (1) 
- Yellow sand observed at Karatsu， Saga.一
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要約
レーザによる光散乱式粒子計数出で測定した粒径別の粒子数と黄砂との関係について調べた。 2002
3 月 19 日と 4 月 5~7 日にモンゴルで黄砂が発生したが、唐津では 3 月 21 日と 4 月 8~10日に粒径
5 {I mの粒子数が培lJ[Jした。黄砂が大規模に飛来したとき、粒怪0.3pmと0.5μmの粒子数はほぼ一
定であったが、 1{I m、3μm、5μmの粒子数は顕著に地主[Jした。また黄砂観測!三iには乾性持下物の
Caイオン濃度が増加した。沢水中のCaイオン濃度やS04イオン濃度の増加が期待されたが、明確な傾
向はみられなかった。
Summary 
The numeric concentration of atmospheric particles is measured with a laser particle count句
er at the Marine & Highland Bioscience Center in Karatsu， Saga. 
Yellow sand events occured on March 19th . 2002 and April 5th to 7th ラ 2002 in 
Mongolia and were transporτed to Japan on 21 March 2002 and 8 to 10 April 2002 
During the yellow sand events at Karatsu， the grain number of particle size 1.0-5.0 p m 
increased but the smallest size 0.3-0.5 range number concentration showed a small change 
Ca ion concentration of dry deposit sampled at Karatsu in Japan increased during the yel-
low sand events. But Ca and S 0 4 ion concentrations of mountain stream on the Sefuri 
mountain site did not increas during the yellow sand events. 
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1.はじめに
大気中に浮遊する粒子状物質には，排煙，粉鹿ラ
火山からのi噴煙，黄砂，海域からの海塩粒子など
がある。これらの物質は人間の健康や地球環境な
どに影響を及ぼしている。
顕著であり，作物への潮風害の原因ともなってい
る。この海擬粒子の粒径は1μm以上で，特に10
μm以上のものは潮風容をもたらすとされてい
大気微粒子には，大気中に放出された時に，す
でに粒子としての性状を持つ粉震う海塩粒子，土
壌粒子，黄砂，花粉などの一次粒子とラ放出時に
は気体であった物質が大気中での化学反応によっ
て粒子化した硫酸塩 (S04化合物).硝酸塩
(N03化合物)などの二次粒子とがある。
この中で沿岸地域においては，特に海塩粒子が
る。
また2000年以降，中国からの黄砂の飛来が顕
著となりう環境や作物生育への影響について検討
されるようになった。この黄砂は発生源において
は 粒箆は 1~10μmであるが，日本で観測さ
れる黄砂の粒経は主としてう 1~5p mである
(漬谷・機井. 2000)。
本研究では海塩粒子や黄砂などの大気中の微粒
子が大気質や陸水の水質に与える影響，さらに生
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物の環境に与える影響について調べることとし，
本報では特に黄砂粒子について検討する。
黄砂粒子は中国大陸の黄河流域の黄土を形成し
ている粘土鉱物でありう冬から春 (3~4月)に
かけて舗西風によって日本に運ばれてくる。特に
2000年から2002年にかけての観測回数は例年に
なく多く，また2002年11月12日には季館はずれ
の黄砂がみられた。
黄砂は視程や日射量などの気象に影響するだけ
でなく，降雨や陸水の水質にも影響を及ぼしてい
ることが考えられる。黄砂の化学成分についての
研究によると，日本において捕集される黄砂中に
は，特にカルシウムイオンと硫酸イオンが多く含
まれている(箕浦 2000，渡辺・市野 2001，板垣
ら 2001，森ら 2001，Kim & Park 2001，播
本・関根 1995，後藤ら 1998，出中ら 1998，福
i崎・原 1999， Mori et al 1999，木戸ら 2000，
西川ら 1999，Mori et al 1999， Zhang & Iwasaka 
1998，藤本ら 1997，了子ら 1997)。
また黄砂によって降水のpHはう 0.05~0.2上昇
するとの報告がある(秋元ら 2001，木村ら2001，
Terada， etal 2002，西J111997)。
作物生産に与える影響としてはう例えばう北海
道農政部の平成14年度営農技術対策ではビニー
ルハウスの光の透過率の低下をもたらすが，一方
では日本で不足している塩基成分に富んでいるも
のの，微量であるので農作物に対する直接的な影
響はないとされている。
また黄砂は雲や雨雲の発生をもたらす氷品核と
しての役割も果たし，黄砂の飛来が降雪や障雨に
影響を与えていることも考えられる。黄砂の飛来
に伴って中国からの酸性物費や放射性物質の日本
への飛来(吉川・床次 2001)も観慨されている。
本報では，近年観測回数の増加がみられる黄砂
の動向及び環境に及ぼす影響について，佐賀県唐
津市における大気微粒子の観測データに基づいて
考察した。この黄砂の観測には，通常はレーザラ
イダーが使用されるが本研究ではクリーンルー
ム用のレーザパーティクlレカウンターを使用して
観慨した。また乾性降下物と湿性降下物量の観測
も行った。
2.測定方法
佐賀県唐津市松南軒の海浜台地生物生産研究セ
ンター(図ー 1)において地上10mの高さから
空気を吸引して4時間毎にうレーザパーティクル
カウンター (MetOne社製 Model 237)で0.3，
0.5， 1.0， 3.0， 5.0μmの粒経加に個数を測定した。
また屋上に雨水分別採取装置(柴田科学製 感雨
センサー付き分別採取装置)を設置し， U居間毎
に乾性降下物とyill!性棒下物震を採取した。乾性降
下物量はi宣径20cmの容器に受けて， 200ccの蒸
留水で、容器を洗浄し，洗浄水の水質をイオンクロ
マトで分析した。
また1994年から隔週毎に佐賀県北西部におい
て陸水を採取し水質を分析した。
図-1 大気質と陸水の水質観測地点
3. i則定結果及び考察
( 1 )大気微粒子数の変化
北部九州における黄砂観測日で，しかも唐津市
において微粒子の観測データが収集されているの
は， 2000年4月11日， 2001 年 5 月 16~17 E1，
及び2002年の 1~11月の期間である。
2000年4月日日の黄砂観測日にはう通常は個数
が1立方フィートあたり 100個以下である粒径5
μmの個数が600個以上となった。
図 -2 には2001年 5 月 15~20日の微粒子数の
変化を示している。黄砂観測日の 5 月 16~19 日
にかけて，粒径0.3μmの微粒子数はあまり増加
しないが， 5μmの微粒子数は100個以上で推移
している。
図 -3 は2002年 1 丹 ~2002年 11月までの微粒
子の個数の変化であるが， 5μmの微粒子数は普
段は100個以上になることはなし、。国立環境研究
所の調査によると， 3 月 19 日と 4 月 5~7 日に
モンゴ、ルで、黄砂が発生している。唐津では3月
21 E1と 4 月 8~10にSμmの粒子数が増加した
ことがわかる。すなわち発生後約2，3日で麿津
大気中の微紋子と大気質について (1) 55 
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あった。図-4は， 2002年 4 月 8 日 ~10日に黄
砂が大規模に飛来したときの粒子数の変化の詳細
を示す。 0.3μmと0.5flmの粒子数はほぼ一定であ
るが， 1 flm， 3 flm， 5 flmの粒子数の増加は顕著
である。
以上の観測結果から黄砂粒子の粒窪は1.0μm
以上であり，本研究で使用したレーザパーティク
ルカウンターによって 黄砂の到達及び粒子数を
容易に観概できることがわかった。
(2)黄砂による降雨の成分変化
図… 5，6には降雨中と乾性降下物中のCaイ
オン濃度の径日変化を示している。
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途中欠測期間があるが 黄砂観測日の2002年
3月には乾性蹄下物量中のCaイオン濃度が通常
の 3~4倍になっている。しかし降雨中のCaイ
オン濃度はあまり大きな変動はみられない。降雨
やj~_Z性降下物量は 1 避間毎に採取しているので，
唐津市における黄砂観測日から降水や乾性降下物
の採取日までの聞に障雨があるかによって，黄砂
成分が淑性降下物か乾性降下物のどちらにに多く
2002年4月ア呂-12Bの大気微粒子数の変化
市まで到達していることになる。
図-3に示すように，粒径5μmの個数のピー
クは，いずれもモンゴルでの黄砂発生後数日経過
した後であるので，これらのピークは黄砂の到達
を示すと考えられる。また実際に，黄砂を捕集し
顕微鏡で黄砂粒子を確認した。
特に， 3月19日発生の黄砂は日本では3月16
日 ~21 日にかけて飛来し まれにみる大飛来で
図-4
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乾性降下物中のCaイオン濃度の変也(唐津市)
るとpHは増加する。
前述のようにう黄砂による時雨のpHの摺加は
多くても0.2程度である。このp刊の増加に相当す
るCaイオン濃度の変化はわずかであり，鴎… 7
に示すように， Caイオン濃度は日々変動するの
でう黄1沙の野響を評価することは困難である。
ただし，沢水の流域に降下した黄砂が濃縮され
る形で沢水中に現れる場合にはうかなり大きなp
Hの増加があり得る。
図ー ア， 8において観測された異常に大きな濃
度の版関について，現在，気象データに基づ、いて
詳細な検討を行っているところである。
4. あとがき
これまでに得られた陸水の水質データは，黄砂
による影響調査を目的として行われた研究の結果
から得られたものではない。そのために黄砂飛来
に合わせて陵水の採水を行うことはなかった。し
かし，黄砂が陸水の水質に影響を与えている可能
性が考えられたので，今後観測体制を整えること
とした。視覚的にも黄砂の飛来は観測できるがう
含まれるかが決まることになる。
(3 )渓流水の成分変佑について
留一 1に示すじ曲 1告の沢水と神水川の水質を
1994年から，隔週毎に採水して調べた。
図-7，8に渓流水中のCaとS04イオン濃度の
へ変化を示す。 Caイオン濃度は季節的な変化を
し，冬季に高く夏季に低くなる傾向がある。一方，
SO~イオン濃度はあまり変動は見られない。
概して，地下水流量が少ないほどCaイオン濃
度は増加する傾向があるので，冬季にCa濃度が
高くなる原因は降雨が少ないためである。 1寺々，
L、濃度が見られるがうこれが黄砂によるものか
については，さらに検討の余地がある。水質に及
ぼす黄砂の影響を的確に判断するためには，黄砂
が飛来して流域に時下した直後に降雨があり，黄
砂が洗い流されている 1寺に採水を行う必要があ
る。しかしラ採水日以前に降雨があれば，黄砂は
すでに流出してしまっている可能性もある。
図…9'こ沢水のCaイオン濃度及びSO，jイオン濃
度とpHの関係を示している。 Caイオン濃度が増
加するとp討が増加し， S04イオン濃度が減少す
図-6
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本研究で使用したレーザパーティクルカウンター
によって，黄砂の微粒子数を容易に観測できるの
で，陸水の採水時期を的確に判断ずることが可能
となった。
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